１　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),三)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しま),島)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆ),由)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),紀)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(お),夫)「金閣寺」
 ─金閣の美と人間の生を対比して独自の哲学を構築する青年を描いた小説
16年度　京都産業大学
★　次の文章を読んで、後の問いに答えよ。
〔語り手は地方の寺の住職の息子で、父の意向により中学を中退し、金閣寺のａ徒弟となる。金閣の美を崇拝するあまり、金閣を焼くべきかどうかという問題に到達する。〕
 eq \o\ac(□,1)　……私はこの窓辺で、又さきほどの想念を追いはじめた。なぜ私が金閣を焼こうという考えより先に、老師を殺そうという考えに達しなかったのかと自ら問うた。
 eq \o\ac(□,2)　それまでにも老師を殺そうという考えは全く浮ばぬではなかったが、EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(たちま),忽)ちその無効が知れた eq \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\al(\s\up 11(（注１）),。)

 eq \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ac(\s\up 11(な　ぜ),何故)ならｂよし老師を殺しても、あの坊主頭とあの無力の悪とは、次々と数かぎりなく、闇の地平から現われて来るのがわかっていたからである。〔　①　〕
 eq \o\ac(□,3)Ａおしなべて生あるものは、金閣のように厳密な一回性を持っていなかった。〔　②　〕人間は自然のもろもろの属性の一部を受けもち、かけがえのきく方法でそれをｃ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(でん),伝)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぱ),播)し、アハン殖するにすぎなかった。殺人が対象の一回性を滅ぼすためならば、殺人とは永遠の誤算である。私はそう考えた。そのようにして金閣と人間存在とはますます明確な対比を示し、一方では人間の滅びやすい姿から、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かえ),却)って永生の幻がうかび、金閣のEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(ふ　え),不壊)の美しさから、却って滅びの可能性が漂ってきた。人間のようにEQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ar(\s\up 11(（注２）),モ)ータルなものはイコン絶することができないのだ。そして金閣のように不滅なものは消滅させることができるのだ。〔　③　〕私の独ウソウ性は疑うべくもなかった。明治三十年代に国宝に指定された金閣を私が焼けば、それは純粋な破壊、とりかえしのつかない破滅であり、人間の作った美の総量の目方を確実に減らすことになるのである。
 eq \o\ac(□,4)　考え進むうちにＢ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かい),諧)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎゃく),謔)的な気分さえ私を襲った。『金閣を焼けば』と独言した。『その教育的効果はいちじるしいものがあるだろう。そのおかげで人は、１類エスイによる不滅が何の意味ももたないことを学ぶからだ。ただ単に持続してきた、五百五十年のあいだ鏡湖池畔に立ちつづけてきたということが、何の保証にもならぬことを学ぶからだ。われわれの生存がその上に乗っかっているｄ自明の前提が、明日にも崩れるという不安を学ぶからだ』
 eq \o\ac(□,5)ＣEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),そう)だ。たしかにわれわれの生存は、一定のあいだ持続した時間の凝固物に囲まれて保たれていた。たとえば、ただ家事の便に指物師が作った eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こ),小)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひきだし),袖斗)も、時をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふ),経)るにつれ時間がその物の形態を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(りょう),凌)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(が),駕)して、数十年数百年のちには、逆に時間が凝固してその形態をとったかのようになるのである。一定の小さな空間が、はじめは物体によって占められていたのが、凝結した時間によって占められるようになる。それはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あ),或)る種の霊への化身だ。〔　④　〕中世のお eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とぎそう),伽草) eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(し),子)の一つ「 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つく),付)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(も),喪)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がみ),神)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),記)」のオボウ頭にはこう書いてある。
 eq \o\ac(□,6)　「EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ar(\s\up 11(（注３）),陰)陽雑記 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いう),云)、器物百年を経て、化して精霊得てより、人の心を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たぶらか),誑)す、これを付喪神と号すといへり。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(これ),是)によりて世俗、毎年立春にさきたちて、人家のふる具足を、払いだして、EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(ろ　じ),路次)にすつる事EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はべ),侍)り、これを eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すす),煤)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はらい),払)といふ。これ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すなわち),則)、百年に一年たらぬ付喪神の災難にあはじとなり」
 eq \o\ac(□,7)２EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　),私の行為)はかくて付喪神のわざわいに人々の目をひらき、このわざわいから彼らを救うことになろう。私はこの行為によって、金閣の存在する世界を、金閣の存在しない世界へ押しめぐらすことになろう。世界の意味は確実に変るだろう。……
（注１）　語り手はある正月の土曜日、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(げい),芸)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎ),妓)と車に乗り込む老師の姿を目撃し、金閣寺や銀閣寺の和尚が公金を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎ),祇)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おん),園)で浪費しているというEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うわさ),噂)が事実であると知る。
（注２）　寿命が有限である、いずれは死ぬはずである。
（注３）　大意は次の通り。「百年もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(た),経)つ古い道具は、付喪神という霊が付き、人の心に悪さをするようになるので、毎年立春の前に付喪神のもたらす災いを防ぐため、古い道具を道路に捨てる習慣がある。」元々、「つくもがみ」は「九十九髪」と表記し、年を経た老女の白髪の意。それゆえ、「百年に一年たらぬ」という。
問１　傍線部ア～オと同じ漢字を使うものを、次の各群から一つずつ選べ。
　　１　生ハン可　　　　　１　コン声合唱　　　　１　情ソウ教育
　　２　日常茶ハン　　　　２　コン比べ　　　　　２　上ソウ階級
ア　３　通信ハン売　　イ　３　コン虫　　　　ウ　３　ソウ難信号
　　４　ハン華街　　　　　４　コン切丁寧　　　　４　労働ソウ議
　　５　模ハン演技　　　　５　コン約者　　　　　５　ソウ立記念
　　
１　スイ理小説　　　　１　ボウ壁
　　２　麻スイ　　　　　　２　ボウ郷の念
エ　３　スイ奏楽　　　オ　３　流行性感ボウ
　　４　スイ眠不足　　　　４　ボウ霊
　　５　神経スイ弱　　　　５　ボウ飲ボウ食
問２　「どうして人はそこに気がつかぬのだろう。」という文を本文の〔　①　〕～〔　④　〕のいずれかに挿入するとすれば、最も適切な箇所はどれか。一つ選べ。
［　　　］
問３　波線部Ａ「おしなべて生あるものは、金閣のように厳密な一回性を持っていなかった」のは、なぜか。最も適切なものを一つ選べ。
１　善人は常に少数派であり、語り手の老師のような凡庸な偽善的な悪人はどこにでもいるので、この世が続く限り、永久に増殖する一方であるから。
２　一人の人の生は有限で、一回限りであり、また、後の世代が先人の使命を継承することが不可能であるのに対して、金閣のような建築作品は一度消滅すれば、無に帰るだけだから。
３　金閣は炎上しても後に再建できるが、それが元の金閣ではないのは、金閣は一回限りのもので、生あるものと同様、復活することもないから。
４　一生命体は同じ種に属する多数の内の一つであるので、それらの生命体を互いに取り替え可能な同一者の反復であると見なせるから。
問４　波線部Ｂ「諧謔的な気分さえ私を襲った」と語り手が感じたのは、なぜか。最も適切なものを一つ選べ。
１　金閣への放火が教育上、世人に対して良い効果をもたらすことになるというアンバランスが面白いと思ったから。
２　見習い僧にすぎない語り手が日本有数の名建築である金閣に放火し、消滅をたくらむということ自体が冗談のように聞こえるから。
３　僧侶と放火犯という普通は両立しない二つが両立することに予想外の面白みがあるから。
４　金閣を炎上させて、偽善者の老師を驚かすことほど、愉快なことはないと、語り手には思われるから。
◎問５　波線部Ｃ「そう」は何をさしているか。最も適切なものを一つ選べ。
１　金閣のようなまたとない伝統の象徴を消滅させることができれば、古びた因襲に満ちた世界であっても、変革が可能だと、人々に教えられること。
２　人々の生の基盤が昨日まで連綿と継続してきた事実の中にあるというだけで、将来も同様に確固としたものであるだろうと信じることには、根拠がないこと。
３　世界の在り方について万物は流転すると考えるか、それとも一切は不変の相にあると考えるかの二つの思想があるが、結局は前者が正しいこと。
４　世の中の変化の急激さに不安を抱く人々に対して、金閣の消失は、むしろそうした不安を抱くほうが正常であり、よりよく将来の出来事について対処できると、教えられること。
問６　本文の内容と合致するものを二つ選べ。
１　語り手は、老師に尊敬の念を抱いている。
２　語り手は、金閣に放火すべきかどうかについて悩んでいて、容易に決心できない。
３　語り手によれば、年を経た古物は人間の精神に悪影響を及ぼす。
４　語り手は、金閣を焼けば、放火罪で訴追されるかどうか慎重に検討している。
５　語り手が老師の殺害よりも金閣への放火を選ぶのは、放火の方が実行が簡単だからである。
６　語り手は、金閣を炎上させることに積極的な意義を見いだしている。
問７　三島由紀夫の作品を一つ選べ。
１　『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),城)の崎にて』　　２　『真空地帯』　　３　『人間失格』
　　４　『夢十夜』　　　　５　『仮面の告白』
【確認問題】
１　傍線部ａ～ｄの本文中での意味として最適なものをそれぞれ次から選べ。
ａ　徒弟
　ア　兄弟　　イ　養子
　ウ　弟子　　エ　小僧
ｂ　よし
　ア　まさか　　イ　すぐに
　ウ　かりに　　エ　たぶん
ｃ　伝播
　ア　波動が広がっていくこと
　イ　教義を広めて信仰を促すこと
　ウ　思想を伝えて広めていくこと
　エ　悪事の報いとして罰せられること
ｄ　自明
　ア　わかりきっていること
　イ　自然に移り変わること
　ウ　未来に向けて明るいこと
　エ　自分だけが知っていること
２　二重傍線部「永遠」の類義語を、同じ段落から三つ抜き出せ。
［　　　　　　　］［　　　　　　　］［　　　　　　　］
【補充問題】
３　波線部１「類スイによる不滅」とはどういうことか。最適なものを次から選べ。
ア　人間が金閣を愛する気持ちが強ければ失われても再建されると考えること。
イ　金閣は現実に失われてもその美によってずっと心に刻まれると考えること。
ウ　人間はいつか命が尽きるが金閣は国宝として輝きを保ちつづけると考えること。
エ　金閣は五百五十年存在しつづけたので未来にも当然存在しつづけると考えること。
４　波線部２「私の行為」とは具体的にどうすることか。十字以内で説明せよ。（句読点を含む。）
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
【解答】
問１　ア＝４　イ＝２　ウ＝５　エ＝１　オ＝３
問２　③
問３　４
問４　１
問５　２
問６　３・６
問７　５
【確認問題】
１　ａ＝エ　ｂ＝ウ　ｃ＝ウ　ｄ＝ア
２　永生・不壊・不滅
【補充問題】
３　エ
４　金閣を焼くこと。（８字）
　　［別解］金閣を破壊すること。（10字）
　　　　　　　　 








